
































　In recent years, the word “Sports” has been used in the name of faculty of university, many administrative 
organizations, and society of scientific field, instead of the word “Physical Education”. 
　Sports have a wide range of concept related to physical activities, not only competitive events but also daily 
living to promote health. In this paper, it was intended to develop the concept of “Sports Nursery Education” for 
preschool children, from a view point of philosophy and ideas in history from ancient Greek to modern century.
Professor Tadafumi Mizuno (The University of Tokyo) published the book titled “
General History of Physical Education ~Western Countries and Japan”(1966). 
Mizuno considered based on the research of the papers written by Greek language, the idea of physical 
education of Plato(427~347 B.C) and Aristotle(384~322 B.C), in which the importance of Gymnastics was 
pointed out.  
In the present paper, the ideas of Cicero, Montaigne, Rousseau, Pestalozzi, Frobel, Spencer, Huizinga, and 
Caillois were introduced, and the theory of multiple intelligences presented by Howard Gardner was also 
discussed.
　It was concluded the concept of “Sports Nursery Education” has new idea based on the brain science related 
to the cognitive science and the historical philosophy of education for preschool children.
スポーツ保育の概論
小林寛道1）




1） Research Center of Sports Medical Science, 
Shizuoka Sangyo University





























































































































































































































































　スペンサー (1820 ～ 1903)は、明治初年の
日本の思想界に非常に大きな影響を残した。
スペンサーの教育論は、知育・徳育・体育の
3育思想の代表であり、その教育観は、大き
な意義を持っている。スペンサーは、「運動と
しての体操（gymnastics）と遊び（play）とを
比較し、体操は人為的で単調で身体の使用が
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特定部分に偏する故に、大自然によって促さ
れる遊びには、及ばないと指摘する」。（前掲
書５）pp172）
４．遊びに関する文化論
　ヨハン・ホイジンガ（1872 ～ 1945）は、
代表的著作「中世の秋」（1919年）で歴史家と
して確固たる地位を築いていたが、65歳に当
たる1938年に、「ホモ・ルーデンス」（遊ぶ人）３）
を出版し、その第1行目に、「遊びは文化より
古い」という書き出しで、後世に大きな影響
を及ぼした文化論の本文を書き出している。
　人類の名称は「ホモ・サピエンス」であり、
作る人が「ホモ・ファべル」と呼ばれるので、
遊ぶ人を「ホモ・ルーデンス」とした旨が序
説に記述されている。（前掲書３）pp11）
　この本は、文化史家としてのホイジンガの
博学ぶりをいかんなく発揮した大作である
が、その章だては、1「文化現象としての遊
びの本質と意味」、2「遊びの概念の発想とそ
の言語表現」、3「文化創造の機能としての遊
びと競技」、4「遊びと法律」、5「遊びと戦争」、
6「遊びと知識」、7「遊びと詩」、8「詩的形
成の機能」、9「哲学と遊びの形式」、10「芸
術の遊びの形式」、11「遊びの相」のもとに
見た文化と時代の変遷、12「現代文化におけ
る遊びの要素」、となっている。
　その内容は、翻訳者の優れた力量によるも
のであろうが、一般に想像するよりもはるか
に「読みやすい」文体となっている。
　「動物はもう、人間とまったく同じように
遊びをしている。遊びの基本的な相のすべて
は、すでに動物の戯れのなかにはっきりと現
れている。子犬が遊び戯れているところを観
察して見さえすればよい。遊びのあらゆる相
が、その楽しげなじゃれ合いのなかに認めら
れるだろう」。（前掲書３）pp15）
　ホイジンガは、原始人の共同体の生活の中
で、文化は「遊び」の形式と雰囲気の中で営
まれていた、という。そして、「遊びから文化
になる」ということではないとも述べている。
（前掲書３）pp111）
　ホイジンガの「ホモ・ルーデンス」の後を
受け継いで、カイヨワによって「遊びと人間」
７）が1958年に出版された。カイヨワは、ホ
イジンガの遊びの定義に批評を加え、遊びの
分析が不十分であることを指摘している。
　カイヨワは、数限りある遊びの分類を試み
て、その区分を、「競争（アゴン）」、「偶然（ア
レア）」、「模擬（ミミクリ）」、「眩暈（めまい）
（イリンクス）」、の4つとし、そのいずれかの
役割が優位を占めているとした。（前掲書７）
pp44）。
　カイヨワは、これらの分類の内容について
詳述すると共に、遊びの社会性、遊びの堕落、
を述べ、第2部では、遊びの拡大理論、模擬
と眩暈、競争と偶然、について論述している。
５．脳科学から見た多重知能理論
　ハーバード大学の発達心理学者であるハ
ワード・ガードナー（1943 ～）は、1983年に
多重知能理論（MI理論１，２））を提示し、その
後この理論を発展させ、人間の知能を8つの
内容に分類している。それらの内容は、現代
の脳科学の領域からも支持されている。
　ガードナーは、当初、人間には、7つの別
個の知能が存在すると提唱した２）。それらは、
①言語的知能、②論理数学的知能、③音楽的
知能、④身体運動的知能、⑤空間的知性、⑥
対人的知能、⑦内省的知能、である。その後、
「博物的知能」、「霊的知能」、および「道徳的
知能」についても言及し、「霊的知能」は疑わ
しいこと、「道徳的知能」はみとめられないと
結論付けた。（前掲書２）pp58）
ガードナーは、知能の構成について、様々な
質問に対する論議を行っているが、翻訳者で
ある松村（2008）は、ＭⅠ理論の解説の中で、
「運動」の領域の内容を次のように示してい
る。①体の制御：運動を効果的に計画、順序
立て、実行すること。②リズムへの敏感さ：
リズムに合わせて運動したり、自分でリズム
を作れること。③表現力：体の動きで（言葉
や音楽等の）ムードやイメージを表現するこ
と。④動きのアイディアの生成：新しい動き
のアイディアを（言葉や体で）創造するこ
と。ダンスの振り付け。⑤音楽への敏感さ：
ちがう種類の音楽にちがう反応をすること。
⑥空間の意識：空間を機敏に動いて探索する
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こと。他人の動きを予測すること。（前掲書２）
pp314）。
　松村は、「社会の様々な分野で多様な能力を
発揮できるよう子どもたちを育てるという教
育の営みを考慮する時、学者も教師も一般の
人々も、自ずから知能観について選択を迫ら
れます。つまり、言語的あるいは論理数学的
な能力だけを学力や知能として尊重して、音
楽的なあるいは身体運動的能力等は教育の傍
系の才能だとして軽視するのか、それとも多
様な分野の能力・才能、そしてそれを持つ人々
を同等に尊重するのか、という選択です」と
記述している。（前掲書２）pp328,329）
　知能とは、Intelligenceの翻訳であり、翻訳
家によっては、これを知性と訳している。知
能と知性は、いずれもIntelligenceの邦訳であ
り、もともとは同義語であると理解すること
ができる。
　人間の文化や生活は、脳の働きと非常に密
接に関連しているので、いかに知能を涵養す
るかということが教育面でも大きなテーマと
なる。わが国の初等教育の学習内容には、国
語、算数、理科、社会　音楽、体育、図画工
作、家庭、生活、外国語（英語）といった科
目が取り上げられているが、これらの内容は、
8つの知性（知能）を養う内容と附合する部
分が多いことに注目したい。
６．文部科学省の幼児期運動指針にみられる
「認知的能力と運動」
　「幼児期運動指針」６）（2013年）には、運動
の意義として、①体力・運動能力の向上、②
健康な体の育成、③意欲的な心の育成、④社
会適応力の発達、⑤認知的能力の発達、の5
項目が挙げられている。
　21世紀は、「脳科学」が飛躍的に発展しつつ
ある時代である。その意味で、運動が「体力
や運動能力」といった面だけではなく、「認知
的能力（脳の働き）」にも影響することを指
摘した点で画期的であるといえよう。
まとめ
幼児期は、心や体の発達にとって、将来にわ
たる重要な時期である。文部科学省「幼児期
運動指針」６）の発表を機に、幼児期の「運動」
の重要性が認識され始めている。しかし、「幼
児教育」や「保育」にかかわっている現場に
とって、体を使った「遊び」ということであ
れば自然に受け入れられるが、「運動」という
語を前面に出すことには抵抗感があるという
意見も出されている。このことから、幼児期
の運動に関連した「教育哲学・思想」について、
歴史的経緯を踏まえながら概観してみた。
「スポーツ保育」は、こうした歴史的な教育
論や人間の幼児期の運動の意義に関する哲
学・倫理・思想を基礎としながら、現代およ
び近未来を生きる人としての生き方を支える
身体的・精神的な基盤を培うことに有効な役
割を持つと考えられる。
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